
令和元年度　下野市行政評価市民評価　ヒアリング資料

第二次下野市総合計画の施策体系と事業目的に整合性がある

総合計画の上位施策の目標達成に貢献し、意図する結果につな
がる

事業の質を維持しつつ、事業費の削減や取組方法
を見直す

市民(団体） 協働や連携により事業を実施する

管理業務等において、現在の取組手法から、さら
に効率性を図ることは困難である

１
以上

なし

Ａ

継続実施

見直し実施

ハード事業（ 要件： ３項目）

持続可能なまちづく りに寄与し、地方創生の推進等につながる

全て

総合評価

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｂ

対
象
年
度

（
令
和
２

）

歳出）　　　　　　　　　　　　　　　　　歳入）
用地費　65,000千円　　　　　　　　国庫補助金及び交付金　95,700千円
補償費　80,000千円　　　　　　　　負担金　11,000千円（ネクスコ用地取得業務費）
負担金　29,000千円
委託料　15,000千円

有効性

Ａ

事
業
計
画

事
業
費

１０，８８２千円 ８４，０００千円 １８９，０００千円 ３９５，０００千円

・連結許可申請
・測量、設計
・実施計画書作成
業務

・測量、設計
・負担金

・用地買収
・物件補償
・委託料

・用地買収
・物件補償
・工事

本市の交通網におけるポテンシャルは高く 、市内を通る国道４号・ 新４号国道・ 国道
３５２号、スマート Ｉ Ｃ設置予定地近くには栃木県を中心とする北関東の鉄道物流の中
心駅である宇都宮貨物ターミナル駅、また、市内３駅を有するＪＲ宇都宮線やバス交通
網などが充実しており、東京圏から近いことからも、本事業により、本市の産業や物流
の拠点としての魅力を強化し、人や企業から選ばれるまちづく りにつながるものと考え
ます。
以上のことから、有効性をＡとしました。

要件（３項目）

令和３年度平成２９年度

全て

１
以上

なし

⇒市裁量がない事業（ Ａ評価とする）

要件（ ３項目）

事務事業
番号

90

市民サービスの維持・ 向上に寄与する

現総合計画前期基本計画では、基本施策５－２「 人に優しい交通環境づく り」 、施策１
「 道路・ 橋梁の整備」 に明確に位置付けられています。
北関東自動車道へのスマート Ｉ Ｃ設置により、本市とのアクセス強化が図られ、市民の
利便性はもとより、広域的な人と物の流れを活発にすることが期待できます。産業や物
流など、本市のシティセールスポイントの強みとなるとともに、河川浸水時における地
域の孤立化の防止など、緊急時における交通環境整備といった観点からも必要性は高い
と考えます。
以上のことから、必要性をＡとしました。

必要性

公共関与の妥当性がある
社会経済情勢の変化や市民ニーズ等に適合する

⇒市裁量がない事業（ Ａ評価とする）

○

Ｃ

○

Ｃ

事務事業名 建設水道部高速道路スマートＩＣ整備事業 建設課

事業目的

本市の北部を通過する北関東自動車道が持つ広域的なネットワークを活用し、地域の活
性化や産業・物流における本市の優位性を高めるため、スマートインターチェンジの整備を
行う。

所管部課 事業推進方針判断に際しての３つの視点

事業概要

【ＩＣ形式】本線直結型、フルアクセス形式（上下線）ランプ延長：1,910m
【対象車両】セミトレーラ連結車
【総事業費】約36億円（ＮＥＸＣＯ約24.8億円、下野市約11.2億円）
【下野市負担財源内訳】国庫補助金：約6.2億円、起債：約4.5億円、一般財源：約0.5億円

事

業

内

容
事業期間

　 平成30年度～令和4年度

過年度実績
　　実施計画書作成業務（事業化前平成２９年度発注）
 　 市道１－２号線路線測量（平成３０年度発注）

他事業との連携
　　高速道路本線部から料金所までは、ネクスコ東日本で施工
　　県道羽生田・上蒲生線の改良については県で施工

そ
の
他

（
過
年
度
実
績
・
特
筆
す
べ
き
点

等

）

財
源

事
業
費
内
訳

国県支出金
９５，７００千円

地方債・その他
８１，４００千円

一般財源
１１，９００千円

年
度
別

令和２年度平成３０年度 令和元年度

○

廃止

○

効率性

総事業費においては、スマート Ｉ Ｃの設置位置や規格・ 構造等について、国やネクスコ
との経費抑制も含めた十分な協議により、最大限の費用対効果を上げるための計画とし
ています。また、市の一般財源の支出においても、国庫補助金を有効活用するなど、市
の負担軽減が図られています。なお、設置予定付近には防衛省陸上自衛隊宇都宮駐屯地
があり、有事の際の自衛隊車両のアクセスも想定し、対象車両をセミトレーラー連結車
までとしています。以上のことから、効率性をＡとしました。

３
以上

１
以上

なし

ソフト事業（ 要件： ６項目）
補助金等の積極的な活用で最大の
成果となる方法を選択している

事業目的に見合う最適な事業
規模である

他事業との重複がない

同種・ 同目的事業との統合や簡略化を実施する

民間委託を実施する

受益機会・ 費用負担割合等が公平公正であり適正である

補助団体 ―

新規・継続 市裁量の有無 裁量ありハード事業継続 事業の種類

重点事業区分快適でうるおいのある環境で新たな人の流れをつくるまちづくり

人に優しい交通環境づくり

道路・橋梁の整備
―

事業区分

根拠法令
等

類型
区分

Ⅰ（積極的
推進）

総合計画
での位置
付け

施策

5

2

1



1. （仮称）下野スマートインターチェンジの位置

壬生IC

宇都宮上三川IC

至

群
馬

至

茨
城

4

4

4

（仮称）下野
スマートＩＣ

8.4Km

3.4Km 5.0Km





（ 1） 地域経済の活性化

・ 高速道路へのアクセス時間の短縮による地域産業の活性化、企業進出促進

・ 鉄道輸送へのモーダルシフト促進による国内物流機能の向上

・ 農産物の新たな販路拡大

・ 新たな観光ルートの形成による立寄り客増加・ 観光振興

・ 大規模スポーツイベントの開催促進

（ 2） 地域生活環境の充実

・ 高速道路の利便性増進による住みよい街の形成、定住促進

（ 3） 安全・ 安心を支える地域づく り

・ 救急医療機関へのアクセス性の向上による救急救命活動の支援

・ 河川浸水時における地域の孤立化の防止

・ 大規模災害時のエネルギー供給の迅速化

（ 4） 周辺交通の負荷軽減

・ 交通分散による主要幹線道路の混雑緩和

３.整備効果



②現地測量・ 設計
路線測量

地形測量など

①説明会
ルートや構造物など

概略について説明

③詳細設計説明会
詳細設計の結果を

提示して説明

④用地幅杭設置
道路計画の幅杭を

現地に設置

⑤境界の立会い
用地の測量

建物等の調査

⑥移転補償の協議
用地の取得

建物等の移転

⑧ スマート Ｉ Ｃ開通
令和4年度末（ 2022年度末） を予定

⑦ インターチェンジ
及び周辺道路の工事

４．スマートＩＣ設置までの流れ



４．スマートＩＣ設置までの流れ

下野スマート Ｉ Ｃ 概算工程表

項 目

1/四 2/四 3/四 4/四

平成３０年度 平成３１年度

供　　用

1/四 2/四 3/四 4/四

実施計画書提出

連結許可申請

連結許可・協定

測量・設計

用地測量・買収

工　　事

地区協議会

1/四 2/四 3/四 4/四

令和２年度 令和３年度 令和４年度

2/四 3/四 4/四1/四 2/四 3/四 4/四 1/四




